四字熟語

知行合一（ちこうごういつ）
「知識」と「行為」は一体であるということ。知っているだけでは何も意味をなさず、何かしらの行動をしてはじめて知識として意味をなすということ。

温故知新（おんこちしん）
昔のこと（歴史、古典、文化など）を研究して、新しい見解や見識を導き出して活かすこと。

臥薪嘗胆（がしんしょうたん）
目的を達成するためにありとあらゆるつらい苦行に耐え忍ぶこと。

一言芳恩（いちごんほうおん）
ひとこと声をかけてもらい、気遣いをしてくれたことを忘れずに感謝すること。常に感謝を忘れない人。

志操堅固（しそうけんご）
物事をおこなううえで自分が持っている考えや主義などが確固としていること。転じて、芯がしっかりしていること

豪放磊落（ごうほうらいらく）
心が大きく、細かなことにこだわらないこと。

精励恪勤（せいれいかっきん）
全力を尽くして怠らずに、仕事や学業に取り組むこと。

一粒万倍（いちりゅうまんばい）
少しのものから、かなり多くの利益を得ること。転じて、少しのものでも無駄にするなという教訓も意味する。

実践躬行（じっせんきゅうこう）
自分自身で実際におこなうこと。しっかりと自分で行動をおこすこと。

戮力協心（りくりょくきょうしん）
全員で力を合わせて、物事に取り組むこと。

不撓不屈（ふとうふくつ）
困難や苦労に直面しても、決してくじけずに立ち向かうこと。

粉骨砕身（ふんこつさいしん）
力の限り努力し、全力を尽くして物事に取り組むこと。また、身を削るほど一生懸命働くこと。

不抜之志（ふばつのこころざし）
どんなことがあっても諦めずに立ち向かうこと。また、何事に対しても動揺せず耐え抜くこと。

力戦奮闘（りきせんふんとう）
力の限り全力を注いで努力すること。また、力を奮い立たせて一生懸命物事に取り組むこと。

初志貫徹（しょしかんてつ）
初めに決意した志や野望、目標を最後まで貫き通すこと。

雲外蒼天（うんがいそうてん）
努力して克服すれば快い青空が望めること。

克己復礼（こっきふくれい）
私欲に打ち勝ち社会の規範や礼儀にかなった行いをすること。

緊褌一番（きんこんいちばん）
気持ちを引き締めて事にのぞむこと。

知足安分（ちそくあんぶん）
高望みをせず、自分の境遇に満足すること。

敬天愛人（けいてんあいじん）
天を敬い人を愛すること。

唯一無二（ゆいいつむに）
ただ一つであり、ほかにない価値があること。

初志貫徹（しょしかんてつ）
最初に決めた志を最後まで貫き通すこと。

堅忍不抜（けんにんふばつ）
意志が堅く、つらくてもじっと耐え忍んで心を動かさないこと。

報恩謝徳（ほうおんしゃとく）
恩に報い徳に謝す。恩に感謝し報いること。
謹厳実直（きんげんじっちょく）
きわめて慎み深く、まじめで正直なさま。

品行方正（ひんこうほうせい）
心や行いが正しく立派なさま。

独立独歩（どくりつどっぽ）
物事をなすにあたってのこころざしが、しっかりとしていること。

真実一路（しんじついちろ）
一筋に真実を求めて生きていくこと。

自由闊達（じゆうかったつ）
心が広くのびのびとして物事にこだわらないさま。

進取果敢（しんしゅかかん）
決断力が強く大胆に突き進むさま。

勇往邁進（ゆうおうまいしん）
目標に向かって、わきめもふらず勇ましく前進すること。

愚公移山（ぐこういざん）
怠らず努力すれば大きな事業も成就するというたとえ。

剛毅果断（ごうきかだん）
意志がしっかりとしていて、思い切ってことを行うさま。

猪突猛進（ちょとつもうしん）
周囲の人のことや状況を考えずに、イノシシのように激しい勢いで突進する。

七転八起（しちてんはっき）
何度失敗しても力を落とさず、たちあがって奮闘すること。

商売繁盛（しょうばいはんじょう）
商いの業績があがり、にぎわいさかえること。

一日一生（いちにちいっしょう）
一生は一日の積み重ねなのだから、一日を大切に生きなさいという教え。
